
欧
米
で
市
場
が
拡
大
す
る

「
Ｓ
Ｒ
Ｔ
」に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
委
の
報
告
書

銀
行
・
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
間
の
相
互
連
関
性
の
高
ま
り
と

潜
在
的
な
リ
ス
ク

「
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
」（
Ｓ
Ｒ
Ｔ
）
│
│
和
訳
す
る
と
「
合
成
型
リ
ス
ク

移
転
」
│
│
は
、
銀
行
が
合
成
型
証
券
化
の
手
法
を
用
い
て
信
用
リ
ス
ク
を
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
仲
介
（
Ｎ

Ｂ
Ｆ
Ｉ
）
等
に
移
転
す
る
取
引
を
指
す
。
近
年
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
市
場
が
急
拡
大
し
て
お
り
、
金

融
当
局
の
間
で
は
銀
行
と
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
と
の
相
互
連
関
性
の
高
ま
り
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な

か
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
は
今
年
２
月
に
、
そ
の
実
態
や
銀
行
シ
ス
テ
ム
へ
の
潜
在
的
な
影
響

に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
、
国
際
的
な
動
向
を
紹
介
す
る
。

国
際
的
に
注
目
さ
れ
る

Ｓ
Ｒ
Ｔ
市
場
の
拡
大

　
Ｓ
Ｒ
Ｔ
は
、
銀
行
が
融
資
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
残

し
た
ま
ま
、
合
成
型
証
券
化
の
手
法

を
用
い
て
優
先
劣
後
構
造
を
作
り
、

主
に
劣
後
ト
ラ
ン
シ
ェ
の
信
用
リ
ス

ク
を
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
等
に
移
転
さ
せ
る
取

引
で
あ
る
（
図
表
１
、
注
１
）。
信
用

リ
ス
ク
を
移
転
さ
せ
る
取
引
は
以
前

か
ら
行
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
Ｓ

Ｒ
Ｔ
市
場
が
欧
米
を
中
心
に
急
拡
大

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
金
融
当
局

の
間
で
は
銀
行
と
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
と
の
相

互
連
関
性
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
た

金
融
安
定
へ
の
潜
在
的
な
リ
ス
ク
が

注
目
さ
れ
て
い
る
（
図
表
２
、
注
２
）。

こ
う
し
た
な
か
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監

督
委
員
会
は
Ｓ
Ｒ
Ｔ
の
実
態
や
銀
行

シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
を
調
査
し
、
そ

の
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
今
年

２
月
に
公
表
し
た
。

　

本
報
告
書
は
、
ま
ず
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引

日
本
銀
行

金
融
機
構
局
　
国
際
課

企
画
役

松
嶋
徹
郎

鈴
木
晴
佳

金
融
庁

総
合
政
策
局
　
国
際
室

課
長
補
佐

杉
浦
ゆ
う
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の
基
本
的
な
仕
組
み
を
紹
介
し
て
い

る
。
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
銀
行

は
、
リ
ス
ク
移
転
先
（
投
資
家
）
に

対
し
て
保
証
料
を
支
払
う
一
方
、
リ

ス
ク
移
転
対
象
の
融
資
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
損
失
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

投
資
家
は
保
有
す
る
ト
ラ
ン
シ
ェ
に

係
る
損
失
を
補
償
す
る
。
具
体
的
な

組
成
形
態
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
リ

ン
ク
・
ノ
ー
ト
（
Ｃ
Ｌ
Ｎ
）
や
特
別

目
的
事
業
体
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
）
の
活
用
、

ト
ラ
ン
シ
ェ
の
構
造
、
投
資
家
に
よ

る
資
金
の
事
前
差
し
入
れ
の
有
無
な

ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
が
存

在
す
る
。
銀
行
は
、
融
資
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
の
特
性
や
各
法
域
の
法
規
制

等
を
勘
案
し
て
形
態
を
選
択
し
て
い

る
（
注
３
）。

　

本
報
告
書
は
、
銀
行
が
、
①
資
本

賦
課
の
軽
減
（
注
４
）
と
、
②
信
用
リ

ス
ク
の
管
理
を
主
に
企
図
し
て
Ｓ
Ｒ

Ｔ
取
引
を
行
っ
て
い
る
と
説
く
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
制
資
本

が
経
済
資
本
よ
り
保
守
的
で
あ
る
と

銀
行
が
評
価
す
る
融
資
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引
に
よ

っ
て
規
制
上
の
資
本
賦
課
を
軽
減
で

き
る
。
そ
れ
に
よ
り
浮
い
た
資
本
を

他
の
用
途
に
振
り
向
け
、
自
己
資
本

比
率
や
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資
本
利
益

率
）
を
改
善
さ
せ
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｒ
Ｔ

取
引
に
よ
る
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
比
率
の
改
善

効
果
（
２
０
２
４
年
末
時
点
）
は
、

欧
州
の
上
場
行
で
は
平
均
し
て
プ
ラ

ス
47
ｂ
ｐ
ｓ
程
度
、
一
部
先
で
は
プ

ラ
ス
１
０
０
ｂ
ｐ
ｓ
程
度
に
上
る
と

の
推
計
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

②
に
つ
い
て
は
、
行
内
で
設
定
さ
れ

て
い
る
各
種
の
与
信
枠
の
上
限
へ
の

抵
触
を
避
け
る
た
め
の
リ
ス
ク
エ
ク

ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
削
減
が
取
引
の
動

機
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
銀
行
が
リ
ス
ク
移
転
手
段

の
中
か
ら
Ｓ
Ｒ
Ｔ
を
選
択
す
る
理
由

と
し
て
は
、
ま
ず
、
資
産
売
却
を
伴

う
伝
統
的
な
証
券
化
対
比
で
融
資
先

と
の
関
係
性
を
維
持
で
き
る
点
が
あ

〔図表１〕 ＳＲＴ取引のイメージ図

〔図表２〕 ＳＲＴ取引の新規組成額

（出所）　バーゼル銀行監督委員会をもとに筆者作成（図表３も同じ）。

（注） 　融資ポートフォリオの総額。リスク移転対象のトランシェの金額はこの10％弱。
（出所） 　ＩＡＣＰＭ“Global SRT Bank Survey 2016-2024”
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銀行・ＮＢＦＩ間の相互連関性

る
。
そ
の
ほ
か
、
単
一
ネ
ー
ム
を
対

象
と
す
る
こ
と
が
多
い
ク
レ
ジ
ッ
ト

・
デ
フ
ォ
ル
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｃ
Ｄ

Ｓ
）
対
比
で
、
信
用
リ
ス
ク
を
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
レ
ベ
ル
で
移
転
で
き
る

点
を
挙
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
投
資
家
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ク
レ
ジ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド
、
ヘ
ッ
ジ
フ

ァ
ン
ド
、
年
金
基
金
、
再
保
険
会
社
、

国
際
開
発
金
融
機
関
な
ど
）
に
と
っ

て
も
Ｓ
Ｒ
Ｔ
に
は
利
点
が
あ
る
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
与
信
関
係

を
結
ぶ
こ
と
が
困
難
な
銀
行
の
与
信

先
へ
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
持
て

る
こ
と
や
、
銀
行
側
の
与
信
管
理
へ

の
相
乗
り
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

Ｃ
Ｌ
Ｎ
を
担
保
と
し
た
レ
ポ
取
引
等

に
よ
っ
て
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引
に
レ
バ
レ
ッ

ジ
を
か
け
る
こ
と
で
、
よ
り
高
い
リ

タ
ー
ン
を
追
求
す
る
投
資
家
の
存
在

も
指
摘
し
て
い
る
。

市
場
拡
大
の
背
景
に
あ
る

各
国
の
規
制
動
向

　

本
報
告
書
は
、
ユ
ー
ロ
圏
・
英
国

・
米
国
・
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
Ｓ
Ｒ
Ｔ

取
引
に
よ
る
リ
ス
ク
移
転
対
象
の
融

資
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
７
５
０
０
億

ユ
ー
ロ
に
上
り
、
こ
れ
ら
の
法
域
の

銀
行
総
資
産
の
１
・
１
％
に
相
当
す

る
と
の
推
計
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
欧
米
を
中
心
と
す
る
Ｓ
Ｒ

Ｔ
市
場
の
拡
大
の
背
景
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
法
域
で
の
規
制
の
変
更
や
明

確
化
を
挙
げ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｕ
で
は
、
21
年
に
簡
素
な
Ｓ
Ｒ

Ｔ
取
引
に
よ
る
資
本
賦
課
の
軽
減
幅

を
拡
大
す
る
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た

こ
と
で
、
銀
行
側
で
の
活
用
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
強
ま
っ
た
（
注
５
）。

米
国
で
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
）
が
23
年
に
、
銀
行
が
Ｃ

Ｌ
Ｎ
を
直
接
発
行
す
る
形
態
の
Ｓ
Ｒ

Ｔ
取
引
に
つ
い
て
資
本
賦
課
の
軽
減

の
承
認
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
化
し
た

（
注
６
）。

　

な
お
、
本
邦
市
場
に
つ
い
て
は
、

邦
銀
の
開
示
資
料
を
も
と
に
合
成
型

証
券
化
の
オ
リ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
状
況

を
見
て
い
く
と
近
年
は
増
加
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
本
報
告
書
は
「
取
引

規
模
は
限
定
的
」
と
評
価
し
て
い
る

（
注
７
）。

　

足
元
で
も
、
Ｓ
Ｒ
Ｔ
市
場
の
活
性

化
を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
が
見
ら

れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
26
年
初
か
ら
、

標
準
化
さ
れ
た
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引
に
対
す

る
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀
行
）
の
資

本
賦
課
軽
減
の
承
認
に
か
か
る
審
査

期
間
が
短
縮
さ
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
、

い
わ
ゆ
る
「
ド
ラ
ギ
・
レ
ポ
ー
ト
」

を
踏
ま
え
た
証
券
化
市
場
の
再
活
性

化
策
の
一
環
で
、
一
部
の
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取

引
に
対
す
る
資
本
賦
課
の
一
段
の
軽

減
等
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　

英
国
で
は
、
26
年
初
か
ら
投
資
家

が
事
前
に
資
金
の
満
額
を
差
し
入
れ

な
い
（
非
フ
ァ
ン
デ
ッ
ド
）
形
態
の

Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引
に
つ
い
て
も
資
本
賦
課

の
軽
減
が
認
め
ら
れ
る
点
が
明
確
化

さ
れ
た
。
27
年
初
か
ら
は
、
証
券
化

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
本
賦
課
の

計
算
に
お
け
る
一
部
の
手
法
に
用
い

ら
れ
る
係
数
の
フ
ロ
ア
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

米
国
で
は
、
バ
ー
ゼ
ル
３
が
未
実

施
の
状
態
が
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

３
月
19
日
に
バ
ー
ゼ
ル
３
の
国
内
実

施
に
向
け
た
規
制
案
が
市
中
協
議
に

付
さ
れ
た
。
同
案
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｎ
の

発
行
に
よ
る
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引
が
資
本
賦

課
の
軽
減
の
対
象
に
な
る
た
め
の
要

件
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
証

券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
適
用
さ

れ
る
標
準
的
手
法
に
つ
い
て
、
リ
ス

ク
ウ
ェ
イ
ト
フ
ロ
ア
が
現
行
水
準
か

ら
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

潜
在
的
な
リ
ス
ク
へ
の

銀
行
の
耐
性

　

銀
行
が
Ｓ
Ｒ
Ｔ
を
適
切
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
経
済
へ
の
効
率
的
な
資

金
供
与
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
、

合
成
型
証
券
化
を
含
む
複
雑
な
構
造

の
信
用
リ
ス
ク
移
転
は
、
08
年
の
グ

ロ
ー
バ
ル
金
融
危
機
前
に
急
増
し
、

市
場
の
混
乱
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
報
告

書
は
、
危
機
後
の
金
融
規
制
改
革
に

よ
り
、
リ
ス
ク
移
転
要
件
の
改
善
や

監
督
の
目
線
の
強
化
等
が
実
現
さ
れ

た
こ
と
で
、
総
じ
て
見
れ
ば
今
日
の

Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引
は
危
機
前
よ
り
も
簡
素

な
構
造
と
な
り
、
監
督
の
目
線
も
強
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化
さ
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
本
報
告
書
は
、
Ｓ
Ｒ

Ｔ
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
へ
の
潜
在
的
な

リ
ス
ク
を
指
摘
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
銀
行
の
与
信
能
力
が
Ｎ
Ｂ
Ｆ

Ｉ
の
リ
ス
ク
引
き
受
け
能
力
に
依
存

し
得
る
点
や
、
投
資
家
へ
の
資
金
供

与
に
よ
り
銀
行
セ
ク
タ
ー
か
ら
移
転

さ
れ
た
は
ず
の
信
用
リ
ス
ク
が
銀
行

セ
ク
タ
ー
に
還
流
し
得
る
点
な
ど
で

あ
る
（
図
表
３
）。

　

本
報
告
書
は
、
銀
行
が
こ
れ
ら
の

リ
ス
ク
を
管
理
す
る
た
め
に
対
策
を

講
じ
て
い
る
と
説
く
。
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引

の
満
期
の
分
散
、
対
象
資
産
の
セ
ク

タ
ー
や
地
域
的
分
散
、
投
資
家
層
の

分
散
と
信
用
力
の
精
査
、
非
フ
ァ
ン

デ
ッ
ド
取
引
の
利
用
制
限
と
い
っ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
投
資
家
は
、

銀
行
の
リ
ス
ク
管
理
の
実
務
に
対
し

て
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
行
う
と

と
も
に
、
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
分

散
を
図
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引
は
基
本

的
に
相
対
で
行
わ
れ
、
情
報
開
示
が

限
定
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
リ
ス
ク
の

実
態
を
把
握
し
難
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｒ
Ｔ
市
場
は
、

信
用
損
失
が
比
較
的
抑
制
さ
れ
た
環

境
下
で
拡
大
し
て
き
た
た
め
、
危
機

時
の
リ
ス
ク
耐
性
が
ま
だ
検
証
さ
れ

て
い
な
い
点
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

リ
ス
ク
の
抑
制
に
向
け
た 

監
督
当
局
の
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
監
督
当
局

に
よ
る
取
り
組
み
を
見
る
と
、
Ｅ
Ｕ

・
英
国
で
は
当
局
へ
の
通
知
義
務
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
Ｅ
Ｕ
で

は
、
信
用
リ
ス
ク
移
転
が
資
本
賦
課

の
軽
減
に
見
合
わ
な
い
と
判
断
さ
れ

れ
ば
、
要
件
を
満
た
し
た
取
引
で
あ

っ
て
も
資
本
賦
課
の
軽
減
を
認
め
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
得
る
。
ま
た
、
ロ

ー
ル
オ
ー
バ
ー
リ
ス
ク
へ
の
２
柱
資

本
賦
課
（
注
８
）
と
い
っ
た
対
応
を
取

る
法
域
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
も
あ
る
。

　

ま
た
、
銀
行
に
よ
る
Ｓ
Ｒ
Ｔ
投
資

家
へ
の
資
金
供
与
に
関
し
て
、
Ｅ
Ｃ

Ｂ
は
25
年
２
月
に
、
そ
れ
を
通
じ
て

銀
行
シ
ス
テ
ム
に
還
流
す
る
リ
ス
ク

を
特
定
・
軽
減
す
る
こ
と
を
期
待
す

〔図表３〕 ＳＲＴの主な潜在リスク

主なリスク 概要

ロールオーバー
リスク

通常、銀行と顧客との融資の関係は個別のＳＲＴ取引よりも長期にわたるため、
満期が到来したＳＲＴ取引の更改（ロールオーバー）に支障が生じると、移転さ
れていた信用リスクが銀行に戻る

プロシクリカリ
ティーの増大

銀行が融資の実行に当たってＳＲＴ取引に依存するようになると、ＮＢＦＩがリ
スク引き受けに慎重になるようなマクロ経済ショックや市場変動が生じた場合
に、銀行の融資能力が低下し、非金融セクターへのストレスが強まる

非ファンデッド
取引への依存

ＳＲＴ取引の多くは、投資家があらかじめ資金を満額差し入れるファンデッド取
引だが、投資家の信用力が高い場合は、損失発生後に投資家が資金を拠出する非
ファンデッド取引も資本賦課の軽減が認められ得る。非ファンデッド取引への依
存度が高まると、ＳＲＴ投資家に対するカウンターパーティー信用リスクが高ま
る

投資家への資金
供与

銀行が投資家にＣＬＮを担保としたレポ取引等によって資金供与を行うと、銀行
は投資家のカウンターパーティー信用リスクにさらされ、銀行セクターから移転
されたはずの信用リスクの一部を負担する格好になる（リスクの還流）

引き受け基準の
悪化

ＳＲＴ取引への投資家側の需要が高まれば、銀行が融資先を慎重に審査・モニタ
リングするインセンティブが弱まる

再証券化 ＳＲＴ取引の再証券化が行われると、真のＳＲＴエクスポージャーの把握が一段
と困難化する

ステップインリ
スク

銀行が、ストレス下にある投資家に対して流動性供給やＳＲＴ取引の早期終了と
いった支援を行うと、銀行から信用リスクが真に移転されたとはいえなくなる（リ
スクの還流）
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銀行・ＮＢＦＩ間の相互連関性

る
旨
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
公
表
し

た
。
英
Ｐ
Ｒ
Ａ
（
健
全
性
監
督
機

構
）
は
25
年
４
月
に
、
銀
行
が
Ｓ
Ｒ

Ｔ
投
資
家
と
の
レ
ポ
取
引
時
に
低
流

動
性
資
産
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
担

保
（
Ｃ
Ｌ
Ｎ
等
）
を
受
け
入
れ
る
場

合
、
同
取
引
は
銀
行
勘
定
に
区
分
し

た
上
で
適
切
な
資
本
賦
課
を
行
う
よ

う
求
め
る
レ
タ
ー
を
公
表
し
た
。

　

足
元
で
は
、
各
種
の
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
て
金
融
市
場
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ

ィ
ー
が
高
ま
る
な
か
、
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
セ

ク
タ
ー
の
脆
弱
性
へ
の
注
目
度
が
高

ま
っ
て
い
る
。
本
報
告
書
は
今
後
に

向
け
て
、
監
督
当
局
に
対
し
、
銀
行

の
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引
へ
の
過
度
の
依
存
や

ス
ト
レ
ス
期
に
お
け
る
頑
健
性
、
Ｓ

Ｒ
Ｔ
投
資
家
に
よ
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
の

活
用
に
留
意
し
て
引
き
続
き
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
銀
行
監
督

当
局
と
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
監
督
当
局
間
の
よ

り
緊
密
な
協
力
と
連
携
が
重
要
に
な

る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

本
邦
Ｓ
Ｒ
Ｔ
市
場
の
足
元
の
取
引

規
模
は
、
前
述
の
と
お
り
限
定
的
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
Ｓ
Ｒ
Ｔ
取
引
が

国
際
的
に
拡
大
し
、
銀
行
・
Ｎ
Ｂ
Ｆ

Ｉ
間
の
相
互
連
関
性
が
高
ま
る
下
で
、

Ｓ
Ｒ
Ｔ
の
機
能
や
本
邦
金
融
機
関
の

取
り
組
み
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

Ｓ
Ｒ
Ｔ
の
潜
在
的
な
リ
ス
ク
に
つ
い

て
注
意
深
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

（
本
稿
で
示
さ
れ
た
意
見
は
執
筆
者
に
属
し
、

必
ず
し
も
執
筆
者
が
所
属
す
る
組
織
の
見

解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

（
注
）１　
証
券
化
の
手
法
を
用
い
た
信
用
リ

ス
ク
の
移
転
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が

あ
る
。
本
稿
で
は
、
本
報
告
書
の
用
法

に
の
っ
と
っ
て
「
Ｓ
Ｒ
Ｔ
」
を
合
成
型

証
券
化
の
手
法
を
用
い
た
「
シ
ン
セ
テ

ィ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

ー
」
の
略
称
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
「
Ｓ
Ｒ
Ｔ
」
は
「
シ
グ
ニ
フ

ィ
カ
ン
ト
・
リ
ス
ク
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

ー
」
の
略
称
と
し
て
も
使
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
場
合
は
、
伝
統
的
な
証
券
化
も
含

む
信
用
リ
ス
ク
移
転
を
指
し
得
る
。

２　
Ｓ
Ｒ
Ｔ
の
金
融
安
定
へ
の
潜
在
的

な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国

際
通
貨
基
金
）
の
国
際
金
融
安
定
性
報

告
書
（
Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
、
２
０
２
４
年
10
月

公
表
）、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ

ー
（
25
年
10
月
公
表
）、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
ク
オ

ー
タ
リ
ー
レ
ビ
ュ
ー
（
26
年
３
月
公

表
）
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

３　
Ｃ
Ｌ
Ｎ
は
、
損
失
の
発
生
状
況
に

応
じ
て
ペ
イ
ア
ウ
ト
額
が
変
動
す
る
仕

組
み
債
の
一
種
。
Ｓ
Ｐ
Ｅ
は
、
オ
リ
ジ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
銀
行
の
倒
産
リ
ス
ク

か
ら
Ｓ
Ｒ
Ｔ
投
資
家
を
隔
離
す
る
た
め

に
活
用
さ
れ
る
。

４　
バ
ー
ゼ
ル
３
の
規
則
上
、
リ
ス
ク

移
転
を
認
識
す
る
た
め
の
運
用
上
の
要

件
等
を
充
足
す
る
合
成
型
証
券
化
に
つ

い
て
、
資
本
賦
課
の
軽
減
が
認
め
ら
れ

る
。

５　
バ
ー
ゼ
ル
３
で
は
、
簡
素
で
、
透

明
性
が
高
く
、
比
較
可
能
で
あ
る
た
め

の
要
件
（Sim

ple, Transparent and 

C
om

parable

＝
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）
を
満
た
す

証
券
化
に
つ
い
て
追
加
的
な
資
本
賦
課

の
軽
減
を
認
め
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｒ
Ｔ
は

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
Ｅ
Ｕ

で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
に
類
似
す
る
「Sim

ple, 

Transparent and S
tandardised

（
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）」
証
券
化
の
対
象
に
Ｓ
Ｒ

Ｔ
を
含
め
る
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、
同

取
引
も
要
件
を
満
た
せ
ば
追
加
的
な
資

本
賦
課
の
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

６　
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
、
銀
行
が
Ｓ
Ｒ
Ｔ
投
資

家
に
対
し
て
直
接
Ｃ
Ｌ
Ｎ
を
発
行
し
た

場
合
に
資
本
賦
課
の
軽
減
を
承
認
す
る

た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
Ｆ
Ａ
Ｑ
と
し
て
公

表
し
た
。

７　
本
邦
の
国
際
基
準
行
が
オ
リ
ジ
ネ

ー
タ
ー
で
あ
る
合
成
型
証
券
化
取
引
の

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
は
徐
々
に
増
え
て

お
り
、
２
０
２
５
年
度
中
間
期
時
点
で

は
１
兆
円
程
度
。

８　
バ
ー
ゼ
ル
規
制
の
第
２
の
柱
（
銀

行
の
自
己
管
理
と
監
督
上
の
検
証
）
に

お
い
て
、
第
１
の
柱
（
最
低
所
要
自
己

資
本
）
の
対
象
で
は
な
い
リ
ス
ク
も
含

め
て
資
本
賦
課
を
求
め
る
枠
組
み
。

ま
つ
し
ま
　
て
つ
ろ
う

13
年
東
京
大
学
教
養
学
部
卒
、
日
本

銀
行
入
行
。
18
年
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
公
共
政
策
大
学
院
修
士
。

決
済
機
構
局
、
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
を

経
て
23
年
か
ら
現
職
。

す
ず
き
　
は
る
か

21
年
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
、

日
本
銀
行
入
行
。
発
券
局
、
国
際
局

等
を
経
て
25
年
か
ら
現
職
。

す
ぎ
う
ら
　
ゆ
う

93
年
米
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
経
営

大
学
院
修
士
。
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
審
査

部
に
て
信
用
リ
ス
ク
管
理
を
担
当
後
、

日
本
拠
点
の
リ
ス
ク
管
理
全
般
を
統

括
。
24
年
か
ら
現
職
。
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